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要旨

文献調査の結果，新たに2種の淡水産貝類が名古屋市内に棲息していたことが分かった．これにより

名古屋市に棲息している（または棲息していた）淡水産貝類は36種となった．

名古屋市の淡水産貝類

本誌第5巻において名古屋市に棲息している淡水産貝

類および絶滅した淡水産貝類34種が報告された（川瀬

ほか，2018）．その後の文献調査により，新たに2種の

淡水産貝類が名古屋市内に棲息していたことが明らかに

なったので，これらの記録が見られる文献資料とともに

追加報告する．

インドヒラマキガイ

Indoplanorbis exustus （Deshayes, 1832）

倉内ほか（1985）は移入種として名古屋市での記録を

残しているが，詳細な地名については記述していない．

また，中日新聞（朝刊）名古屋とその周辺のサカナ〈121〉

インドヒラマキガイ（1988年1月22日）においても本

種についての記事が掲載されている．

本種の原産地は東南アジアからインドあたりと考えら

れるが，熱帯地方の各地に移入されて自然繁殖しており，

国内では関西以西の温泉地等の排水路などに定着してい

る（増田・内山，2004）．また，紀平ほか（2003）によ

れば，インドヒラマキガイはレッドスネールやレッドラ

ムズホーンとも呼ばれ，本種自体を観賞用としたり，緑

藻で汚れる熱帯魚飼育水槽ガラス壁の掃除用に移入され

た．昭和30年代頃から本種の販売が全国的に広がり，

放棄されたと考えられる個体や，繁殖池から逃避したも

のが自然水域に見られるようになった．当初は冬期に死

滅していたが，その後は超冬の報告が聞かれるように

なった（紀平ほか，2003）．

著者が実施した2008 ～ 2018年の名古屋市内の淡水産

貝類調査では，インドヒラマキガイの生貝・死殻ともに

確認していない．しかし，名古屋市内を含む県内各地の

熱帯魚販売店など淡水生物を取り扱う販売店では，多く

の店舗で本種の取り扱いが現在でも行われており，これ

らが今後市内の自然水域に拡散する危険性は十分に考え

られる．また，取り扱い店舗で飼育されているインドヒ

ラマキガイは，似て非なる別種の可能性もあり，近縁の

外来種が飼育・販売用に複数種輸入されている可能性が

ある．

カラスガイ

Cristaria plicata （Leach, 1815）

田中（1964）における市内での本種の記録はないが，

田中（1981）は1969年頃に昭和区鶴舞公園竜ヶ池でカ

ラスガイが発見されたことを述べている．これによれば，

護岸工事のために水が抜かれた竜ヶ池の水底で乾燥に耐
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えようとするカラスガイが見つかったと記されている．

あわせて翼状突起の痕跡が残るカラスガイの標本写真が

掲載されているが，田中（1981）では一般向けの読み物

として琵琶湖のカラスガイなども話題に登場するため，

図示されたものが竜ヶ池産の個体か否かは不明である．

また，中日新聞（朝刊）名古屋とその周辺のサカナ〈106〉

カラスガイ（1988年1月5日）においても本種について

の記事が掲載されており，20年ほど前に鶴舞公園竜ヶ

池の工事の時，干上がった池の泥底からカラスガイが多

数見つかったと記されている．

愛知県環境調査センター（2009）によれば，カラスガ

イの愛知県からの正式な棲息記録はないとされている

が，倉内ほか（1985）は偶因分布として佐屋での記録を

残している．愛知県三河地域の淡水貝類相の詳細な調査

（木村，1994）でも県内からカラスガイは発見されてお

らず，もともと東海地域には分布していなかった可能性

が指摘されている．これらの文献情報および竜ヶ池が公

園内の溜池であることなどから，昭和区鶴舞公園竜ヶ池

のカラスガイは自然分布の個体群ではない可能性が高

い．また，竜ヶ池の最近の調査（川瀬ほか，2018）では

カラスガイの棲息は確認されておらず既に絶滅した可能

性が高いと考えられる．

名古屋市から記録のある淡水産貝類のカテゴリー

川瀬ほか（2018），川瀬（2018）および追加調査をも

とに，名古屋市から記録のある淡水産貝類のカテゴリー

（表1）を作成した．

表1．名古屋市から記録のある淡水産貝類のカテゴリー

1 マルタニシ 絶滅危惧ⅠA類

2 オオタニシ 絶滅危惧Ⅱ類

3 ヒメタニシ 指定外（市内全域に分布，多産）

4 スクミリンゴガイ 南アメリカ原産の外来種

5 マメタニシ 絶滅危惧ⅠA類（絶滅した可能性が高い）

6 ヌノメカワニナ 国内？移入種（移入経路は不明）

7 カワニナ 市内の分布は移入個体群の可能性あり

8 チリメンカワニナ 市内の分布は移入個体群の可能性あり

9 ヒメモノアラガイ 指定外（市内全域に分布，多産）

10 コシダカヒメモノアラガイ 在来種か外来種か要検討

11 ハブタエモノアラガイ 南アメリカ原産の外来種

12 モノアラガイ 絶滅危惧ⅠB類（絶滅に要変更）

13 モノアラガイ属の一種A 外来種（原産地不明）

14 モノアラガイ属の一種B 本誌（熊澤ほか，2019）参照

15 サカマキガイ ヨーロッパ原産の外来種

16 ヒラマキミズマイマイ 準絶滅危惧

17 ヒメヒラマキミズマイマイ 指定外（絶滅危惧ⅠB類に指定すべき）

18 ヒラマキガイモドキ 準絶滅危惧（絶滅危惧Ⅱ類に要変更）

19 クルマヒラマキガイ 国内移入種（移入経路は不明）

20 ヒロマキミズマイマイ 北アメリカ原産の外来種

21 カワネジガイ 絶滅

22 インドヒラマキガイ 東南アジア・インド原産の外来種

23 カワコザラガイ 在来種か外来種か要検討

24 イシガイ 絶滅危惧ⅠA類（絶滅した可能性が高い）

25 オバエボシガイ 絶滅（レッドデータブック2015に未掲載）

26 マツカサガイ 絶滅（レッドデータブック2015に未掲載）

27 トンガリササノハガイ 絶滅（レッドデータブック2015に未掲載）

28 カタハガイ 絶滅（レッドデータブック2015に未掲載）

29 カラスガイ 国内移入種？（絶滅した可能性大）

30 タガイ 絶滅危惧ⅠA類

31 ヌマガイ 絶滅危惧ⅠB類

32 マシジミ 絶滅危惧ⅠA類（近世期の外来種である可能性大）

33 タイワンシジミ 中国・朝鮮半島原産の外来種

34 タイリクシジミ 外来種（自然には定着していない可能性大）

35 ウエジマメシジミ 絶滅危惧ⅠB類

36 ドブシジミ 指定外（絶滅危惧Ⅱ類に指定すべき）
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